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 中国側では曽祥恵 [曽 2011]が「文化の生存環境」と「文化的シンボル」
の角度から、ミャオ族民族衣装の分析を行っている。曽の研究は筆者のフィ
ールドと重なるが、現代的変容を十分論じているわけではない。本稿では、























 1998 年 4 月、台江県人民政府はミャオ族文化を広く宣伝するために、「貴
州台江ミャオ族姉妹祭」のイベントを開催した。イベントとして名前を統一
するために、各業界の意見を聴取し、「Nongx Gad Liangl」を正式に「姉妹











20 世紀 90 年代末、台江県政府は地方の経済発展のために、民族文化観
光開発の試みとして「ミャオ族姉妹祭」を提起した。開催時間の選択は、
当地ミャオ族の民間習俗への尊重と外部から関心のある人々の利便性の
両方を考慮に入れた結果、旧暦 3 月 15 日に定めた。十数年近くが経つ
現在、施洞地域のミャオ族も次第にこの祝日時間を認めた。もともと別
の日で過ごす近隣村もまた準備をして参加するようになった［劉主編
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洞鎮に属する B①郷、B②村、T 村、J 村と F 村である。この B①郷はＴ村
の隣で、施洞鎮政府所在地から歩いて 10 分程度で、F 村と J 村は施洞鎮中
心地域の一部である。なおＧ村に居住しているのは主に漢族である。B②村
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について、筆者は施洞鎮中心に位置する F 村で、民族衣装の店を経営する 50
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 （１）民族衣装の布づくり 
筆者は 2017 年 8 月～9 月の間、施洞鎮Ｂ①郷で布づくりについて 60 代の
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8 月中、村には布を打つ音が早朝の 6 時頃から夜 9 時までずっとやまなかっ
た。機械は一台 4,000 元もかかるが、重労働から解放されて、以前よりずっ
と楽であると S 氏は述べている。 
S 氏は自分の姉に布づくりを手伝ってもらい、6 反の「亮布」を作る予定 
 -16-
 
写真 4 「亮布」蒸し       写真 5 「藍染」染料 
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写真 8 刺繍をしている J 氏 
 
（３）定期市と銀装飾 
筆者は、現地での調査中に、2017 年 8 月 30 日施洞鎮の定期市を訪ねる機
会があった。定期市は、現地で「赶場」と呼ばれる。定期市の規律としては、
「空五赶六」――五日間を空けて六日目が「赶場」開始である。一ヶ月四、五
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写真 9 刺繍関係の売り場 
 









8 月の時点は 1 グラム 7 元（約 110 円））。銀の原料は、主に湖南省や福建省
から輸入している。銀は貴金属であるため、定期市で販売する銀装飾はブレ
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